
2015.12
たましんレポート

［ 平 成 2 7 年 4 月 1 日 ～ 1 2 月 3 1 日 ］

TAMASHIN
R E P O R T

表紙：ふるさと多摩/稲城

お
客
さま

とと
もに「

ふるさと多摩」の未来へ

たましんレポート
2015年12月期
多摩信用金庫
〒190-8681
東京都立川市曙町2丁目8番28号
TEL:（042）526-1111（大代表）
http://www.tamashin.jp
発行：平成28年2月

本誌に関するお問い合わせは

お客さま照会センター
フリーダイヤル：0120-187-329
たましんホームページでも本誌やたましんに関するご意見を
承っております。

Ⓒ2003, 2016 SANRIO CO., LTD.  APPROVAL No. G563343

　多摩丘陵と多摩川や三沢川の豊かな自然環境に囲まれた稲城市は、歴史や伝統に培われた文化を継承
しつつ、水と緑のうるおい空間を活かした良好な生活空間を創出し、安全安心で暮らしやすいまちとして発展
しており、平成28年には市制施行45周年の節目を迎えます。特産として有名な梨やぶどうを育む稲城らしい
都市農業の環境が生活に溶け込み、ニュータウンの機能性と調和した暮らしやすさを維持しながら、まさしく永く
住んでみたいと思ってもらえる“ふるさと”としてのまちづくりを行っています。
　四季折々の自然の恵みを感じながらの「いなぎスタイル」の暮らし方はいかがですか？

稲城市長　髙橋 勝浩
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事業やくらし、地域社会のそばに、いつもたましんがいます。たましんトピックス

～笑顔あふれる元気なまちをめざして～ふるさと多摩 稲城

たましんすまいるプラザ10周年を記念して、「資産運用」
「相続・贈与」「健康」をテーマとしたセミナーを、立川・八王子・
吉祥寺の3会場で、9月より計10回にわたり開催し、延べ
653名のお客さまにご参加いただきました。
また、「すまいるプラザ」での
実際のご相談を
紹介した事例集
「すまいるGUIDE」
を発行しました。

セミナーの様子

すまいるプラザ10周年記念セミナー

12月2日～5日の4日間、インド
ネシアで開催された機械関連
見本市「マニュファクチャリング・
インドネシア2015」に「TAMA
ブース」を3年連続で出展しま
した。多摩地域の企業5社が
参加し、海外企業と多くの商談
が行われました。

マニュファクチャリング・インドネシア

TAMAブース

第13回を迎えた多摩
ブルー・グリーン賞
には113件ご応募
いただき、最優秀賞
に新協電子株式会社
（多摩ブルー賞）、
武州工業株式会社
（多摩グリーン賞）、
ほか優秀賞6件、奨励賞14件および特別賞2件を決定し、
12月16日に表彰式を行いました。

第13回多摩ブルー・グリーン賞

表彰式

多摩地域におけるアマチュア
ゴルファーNo . 1を決定する
「多摩カップ」決勝大会を11月
17日、八王子カントリークラブで
開催しました。地区大会参加者
2,122名の中から勝ち上がった
119名が熱戦を繰り広げました。決勝大会の様子

多摩カップ2015

梨は稲城が誇る特産品。８月から１０月には、押立・矢野口・東長沼あたりの梨園で新鮮でおいしい梨が直売される。
17世紀の江戸時代に、稲城・川崎市域の村々の水利・治水のために造られた大丸用水は、総延長は約70kmに及ぶ。桜、れんげ、紫陽花など
季節の花を楽しめる遊歩道が整備されている。
里山風景とニュータウンがほどよく調和している稲城市の街並み。身近で豊かな自然と暮らすことができる環境は、住みやすい街として
評価されている。
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第8回多摩地域の自治体
向け勉強会を開催しました。
「多摩地域における創業
支援」をテーマに、19市
27名の自治体職員の方
にご参加いただきました。
各自治体の創業支援の
取り組みや課題について
意見交換し、広域連携の可能性についてディスカッション
を行いました。

発表の様子

多摩地域の自治体向け勉強会

たましん経営者研究会が発足30周年を迎え、更なる
発展と親睦を図るため、10月3日～5日、豪華客船

「飛鳥Ⅱ」で行く「横浜・
仙台チャータークルーズ」
を実施しました。記念
講演会やオプショナル
ツアーを企画し、483名
の方が参加されました。

出航前の飛鳥Ⅱ

経営者研究会発足30周年記念
「飛鳥Ⅱ 横浜・仙台チャータークルーズ2泊3日」 

すまいるGUIDE

稲城の梨

多摩ニュータウン
若葉台地区

大丸用水と桜

2月発行版（4半期）h1-4
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有価証券の種類別残高は期末日における取得原価
等であり、貸借対照表計上額と異なります。
有価証券の評価差額は、期末日における取得原価
等と時価等の差額です。
右記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。

8月発行版（4半期）p1-2

資金運用については、
各種リスク管理を行ったうえで
国内の債券を中心に安定した
運用を心がけています。
　国内の債券を中心に株式や外国証券等
に分散投資したポートフォリオを構築して
います。
　国内金利は低下し、海外の金利が上昇
傾向で推移したことなどにより、保有有価
証券の評価益は260億円となりました。

【有価証券の種類別残高内訳】（平成27年12月末現在）

預金は693億円増加し、
貸出金は5億円減少しました。

○本誌に掲載している計数は、発表日現在において入手可能な情報に基づいています。また、会計監査人の監査を受けていません。　○本誌では、原則として単位未満 （構成比等の比率については表示した数値未満）を切り捨てのうえ表示しています。従って項目ごとを合計した場合、合計を表示している欄等との数値が一致しない場合があります。

預金・貸出金について

損益について

業務純益は50億円、
当期純利益は38億円となりました。
　業務粗利益は、有価証券等の利息配当金が
増加したものの、貸出金利息の減少や、外貨資金
調達コストの増加により、前年同期比11億円
減少の255億円となりました。
　一方で経費は、預金保険料の引下げなどにより
9億円減少し、業務純益は前年同期比1億円減少
の50億円となりました。
　また臨時損益は、個別貸倒引当金繰入額の
減少により、前年同期比3億円の増加となりました。
　その結果、経常利益は前年同期比2億円増加の
55億円、当期純利益は前年同期比2億円増加の
38億円となりました。

不良債権比率は
6.29%となりました。
　前向きに事業に取り組むお客さまの悩みや
課題を共有し、解決することが、たましんの
目指す不良債権への取り組みです。その取り
組みの効果が表れ、お客さまの業況も徐々に
改善方向にあります。その結果、金融再生法
開示債権のうち正常債権を除く開示額は
平成27年3月末より減少し641億円となり、
不良債権比率は0.21ポイント低下し6.29%に
なりました。今後もお客さまのさらなる課題
解決・業況改善のため、金融面・非金融面の
幅広い支援を積極的に行ってまいります。
※1

※2

※3

※4

金融再生法開示債権は、貸出金のほか、外国為替、債務
保証見返、仮払金、未収利息、当金庫が保証する私募債
を対象にしています。
債権残高は、倒産・延滞や決算期の到来等の事象の
発生の都度、実施された自己査定結果に基づいています。
自己査定で無価値または回収不能と判断された債権に
ついては部分直接償却予定額として、平成27年12月末の
「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」から、11億円
を控除しています。
要管理債権の残高はありません。

※個人のお客さまへのご融資には、個人事業者向け住宅資金・
消費資金等が含まれます。
※たましんレポート2013までの算出方法とは異なります。

有価証券について

不良債権について

理事長からのごあいさつ
日ごろより＜たましん＞をご愛顧いただきまして、誠にありがとうございます。
平成27年4月から12月までの私たちの取り組みとその結果をご報告いたします。
多摩地域でも今後、人口が減少し、超高齢化社会が本格的に訪れ、今まで
経験したことのない新たな課題が発生することが考えられます。その中でも
＜たましん＞は、地域社会の発展とお客さまの幸せづくりのために事業を展開
してまいります。変わらぬご愛顧のほどお願い申し上げます。

理事長

※「一般貸倒引当金繰入額」の△表示は戻入です。

合計
1兆1,291億円
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国債
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国債
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14.26%

地方債
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18.51%

地方債
2,091億円
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株式
166億円
1.47%

株式
166億円
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社債
3,870億円
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　預金積金残高は、3月末より693億円増加し
2兆5,842億円となりました。貸出金残高は、
地域の皆さまが抱える課題の解決に積極的に
取り組んだものの、3月末より5億円減少し、
1兆138億円となりました。内訳をみると、事業性
のご融資は46億円増加しましたが、個人の
お客さまのご融資は52億円の減少となりました。
今後もさらに数多くのお客さまの課題解決に
取り組んでまいります。

たましんの平成27年12月末の不良債権は641億円ですが、このうちの
76.82％は担保・保証や貸倒引当金によって保全されています。残りの
23.17％にあたる148億円についても、自己資本により、全額カバー
されています。

【有価証券の評価差額】
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（単位：億円）

【損益の状況】 （単位：百万円）

増減額科　目
平成26年
12月期

（平成26年4月1日
～12月31日）

平成27年
12月期

（平成27年4月1日
～12月31日）

業務粗利益
  うち資金利益
  うち役務取引等利益
  うちその他業務利益
一般貸倒引当金繰入額※

経費
業務純益
  コア業務純益
臨時損益
  うち個別貸倒引当金繰入額
経常利益
当期純利益

26,631
24,681
1,668
281

△ 326
21,799
5,158
4,659
207
1,056
5,363
3,606

25,528
24,275
1,757
△ 504
△ 367
20,846
5,049
4,681
519
612
5,565
3,819

△ 1,102
△ 405
89

△ 786
△ 41
△ 953
△ 108
21
311

△ 444
201
212

【預金積金残高】

25,000

26,000

（億円）0

24,000

平成27年3月末 平成27年12月末

2兆5,842億円2兆5,842億円

前期比
+693億円

27,000

【貸出金残高】
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【債権総額と内訳】

不良債権比率
6.50%

合計1兆217億円
正常債権 9,552億円

不良債権比率
6.29%

合計1兆188億円

正常債権 9,546億円

危険債権 588億円
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 75億円

不良債権総額 
664億円

危険債権 569億円
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 71億円

不良債権総額 
641億円

2兆5,149億円2兆5,149億円

改善案-1危険債権のハッチング変更  　→　　　仕切り線の白罫を太く（0.5ptから1ptに）
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